
化
、ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の
分
野
に

お
い
て
、建
学
の
精
神
を
具
現
化

し
た
『「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
育
む
。』
を
体
現
す

る
よ
う
な
顕
著
な
成
績
を
収
め
、

本
学
の
名
を
高
め
た
在
校
生
お

よ
び
卒
業
生
、
教
職
員
に
授
与

さ
れ
ま
す
。

　

第
2
回
受
賞
者
は
左
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

第
2
回
「
モ
ラ
り
す
」
賞
の

表
彰
式
が
昨
年
11
月
5
日
、
橘

花
祭 

詳
細
は
11
面
へ 

開
催
中

の
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
」
賞
は
学
術
、
文

の
初
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
1

9
9
5
年
の
マ
カ
ル
ー（
8
4
6

3
m
）。翌
96
年
に
は
最
高
峰
の

エ
ベ
レ
ス
ト（
8
8
4
8m
）と

第
2
位
の
K
2（
8
6
1
1
m
）

　

昨
年
9
月
30
日
、
本
学
O
B

の
プ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー
竹
内
洋ひ

ろ

岳た
か

さ
ん
（
40
歳
、平
成
10
年
仏
教

学
部
卒
）
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の

チ
ョ
ー・オ
ユ
ー（
8
2
0
1
m
）

の
無
酸
素
登
頂
に
成
功
し
ま
し

た
。
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
は
世
界

に
14
座
あ
る
8
0
0
0
m
峰
の

一
つ（
世
界
6
位
）。
今
回
の
登

頂
成
功
に
よ
り
、
竹
内
さ
ん
は

14
座
中
13
座
を
制
覇
。
自
身
が

持
つ
日
本
人
最
多
登
頂
記
録
を

更
新
し
ま
し
た
（
2
位
は
山
田

昇
さ
ん
、
名
塚
秀
二
さ
ん
〈
い

ず
れ
も
故
人
〉の
9
座
）。

　

竹
内
さ
ん
が
8
0
0
0
m
峰

に
連
続
登
頂
し
ま
し
た
。
残
る

8
0
0
0m
峰
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

（
8
1
6
7
m
）の
み
。
14
座
の

登
頂
は
世
界
で
も
わ
ず
か
26
人

し
か
成
功
し
て
い
な
い
偉
業
だ

け
に
、
達
成
に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

本
学
O
B
の
プ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー・
竹
内
洋
岳
さ
ん
が

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ー・オ
ユ
ー
の
無
酸
素
登
頂
に
成
功

8
0
0
0m
峰
14
座
中
13
座
を
制
覇
！

残
す
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
み

第
2
回「
モ
ラ
り
す
」賞
の
表
彰
式
開
催

本
年
度
は
3
人
、3
団
体
に
授
与

　

昨
年
10
月
27
日
に
行
な
わ
れ

た
プ
ロ
野
球
新
人
選
手
選
択
会

議
（
ド
ラ
フ
ト
会
議
）
で
本
学

O
B
の
小
石
博
孝
投
手
（
鶴
崎

工
高
出
身
、N
T
T
東
日
本
）
が

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
2
位

指
名
さ
れ
、
入
団
が
決
ま
り
ま

し
た
。
小
石
投
手
は
変
則
左
腕

で
、
本
学
野
球
部
が
2
0
0
9

年
秋
に
東
都
大
学
リ
ー
グ
1
部

を
初
制
覇
し
た
と
き
の
エ
ー
ス
。

リ
ー
グ
戦
に
続
く
明
治
神
宮
大

会
で
も
先
発
で
2
勝
を
挙
げ
、

チ
ー
ム
を
大
学
日
本
一
に
導
き

ま
し
た
。
卒
業
後

は
N
T
T
東
日
本

に
入
社
。
昨
年
10

月
の
第
82
回
都
市

対
抗
野
球
大
会
で

は
決
勝
の
マ
ウ
ン

ド
に
立
ち
、
快
投

を
見
せ
ま
し
た
。

　

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
は

1
9
9
5
年
に
本
学
を
卒
業
し
、

通
算
1
7
7
勝
を
挙
げ
て
い
る

西
口
文
也
投
手
が
い
ま
す
。
ま

た
、
本
学
か
ら
は
昨
年
度
の
南

昌
輝
投
手（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
）
に
続
き
２
年
連
続
で
の

ド
ラ
フ
ト
指
名
で
す
。
近
い
将

来
、
こ
の
南
投
手
や
、
や
は
り

本
学
O
B
の
武
田
勝
投
手
（
北

海
道
日
本
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）
と
の
投
げ
合
い
も
楽
し
み

で
す
。

開校140周年へ
本学は、1580（天正8）年に設立された日蓮宗僧侶の教
育機関を淵源とし、430年という長い伝統を誇る大学です。
近代教育機関としての開校は1872（明治5）年。現在で
は、学校法人立正大学学園の運営の下に大学院7研究科と
8学部15学科を擁する総合大学として発展しています。そ
の立正大学が2012年、開校140周年を迎えます。 U n i v e r s i t y  N e w s

発行者／立正大学学園  〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
発行人／及川周介　編集／立正大学政策広報課新聞編集係　編集責任者／今井 賢
電話／03（3492）5250　FAX／03（5487）3340
ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/

2012年(平成24年)1月1日発行 

vol.116

1 News vol.116  2012年（平成24年）1月1日発行

3  盛況だった23年度のイベント
5  渡邊寶陽名誉教授に瑞宝中綬章
6  現4年生が就活をサポート

9  淞南高で創立50周年記念式典
10  ラグビー部が見事に全勝優勝!
12  今年にかける! 「新年の誓い」

I NDEX

世界でも屈指のトップクライマーである竹内さん。「14座登頂」に期待が集まります
大学日本一に輝いたときの小石投手

（2009 年撮影）　 写真／岩瀬孝文

橘花祭開催中に行われた表彰式。山崎学長らも出席しました

世界の8000m峰・全14座
①エベレスト（8848m）
②K2（8611m）
③カンチェンジュンガ（8586m）
④ローツェ（8516m）
⑤マカルー（8463m）
⑥チョー・オユー（8201m）
⑦ダウラギリ（8167m）
⑧マナスル（8163m）
⑨ナンガパルバット（8125m）
⑩アンナプルナⅠ峰（8091m）
⑪ガッシャブルムⅠ峰（8068m）
⑫ブロードピーク（8051m）
⑬ガッシャブルムⅡ峰（8035 m）
⑭シシャパンマ（8027m）
※�②⑪⑫⑬はカラコルム山脈、そのほかの
　10峰はすべてヒマラヤ山脈。

（１４ PROJECT　登山家・竹内洋岳ホームページより）

硬
式
野
球
部
O
B
の
小
石
博
孝
投
手
が

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
入
団〝
背
番
号
29
〟

8
2
0
1
m

■モラりす賞

■モラりす特別賞

氏名 受賞理由

斎藤 純さん
文学部哲学科
昭和 53 年 3 月卒

作家活動（第 47 回日本推理作家協会賞短編
部門受賞）のかたわら、故郷盛岡市で東日
本大震災復興の活動を精力的に行っている。

黒木香那さん
心理学部 3 年

ボーイスカウト活動（ボーイスカウトベン
チャー部門の最高賞「冨士賞」受賞）およ
びボランティア活動を通して社会に貢献。

氏名・団体名 受賞理由

若林福成さん
地球環境科学部 3 年

埼玉県久喜市を中心とした地域活性化の活
動を積極的に行いながら、日本各地をアニ
メツーリズムで活性化させる事業にも取り
組んでいる。

熊谷地理研究会
（団体）

熊谷市や福島県などで集落活性化・地域活
性化の活動を積極的に行っている。

共育交友会
（団体）

オープンキャンパスで高校生の大学生活に
対する疑問などを対話形式で答え、本学を
身近に感じてもらえる活動を行っている。

地域連携支援室
（団体）

文学部社会学科に設置している地域連携支
援室として、地域活性化に重点を置いた活
動を積極的に行っている。

（写真／中島ケンロウ）



著書『精神分析以前』では文
豪たちの小説を考察しています

　

わ
た
し
は
日
本
近
代
文
学
の

小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い

て
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

が
ど
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲

に
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
す

る
小
説
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル

も
、
明
治
期
以
降
の
さ
ま
ざ
ま

な
文
学
的
試
み
を
通
し
て
つ
く

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
心
理
学
や
精
神
分
析
の

移
入
に
強
く
影
響
を
受
け
な
が

ら
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

夏
目
漱
石
の
小
説
に
『
夢
十
夜
』

や
『
こ
こ
ろ
』
が
あ
り
ま
す
が
、

近
代
文
学
で
は
、
人
間
の
心
理

世
界
、
特
に
夢
や
無
意
識
も
含

め
た
領
域
を
描
き
出
す
こ
と
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

　

2
0
0
9
年
に
上
梓
し
た

『
精
神
分
析
以
前
』
で
は
、
夏

目
漱
石
、
森
鷗
外
、
谷
崎
潤
一

郎
の
作
品
も
含
め
て
明
治
30
年

代
か
ら
大
正
中
期
ま
で
の
小
説

を
取
り
上
げ
、
小
説
技
法
の
探

求
が
人
間
の
揺
れ
動
く
「
こ
こ

ろ
」
と
、さ
ら
に
は
「
こ
こ
ろ
」

を
備
え
た
「
か
ら
だ
」
を
言
語

に
よ
っ
て
表
象
す
る
試
み
と
共

に
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
し
ま
し

た
。

先
生
の
笑
顔
と
雰
囲
気
に

魅
了
さ
れ
て
入
室

　

わ
た
し
た
ち
の
ゼ
ミ
は
「
消

費
者
行
動
の
心
理
」
を
専
門
と

す
る
八
木
善
彦
先
生
が
率
い
る

ゼ
ミ
で
す
。
こ
の
ゼ
ミ
に
い
る

学
生
は
全
員
、
2
年
次
ま
で
に

先
生
の
授
業
を
受
け
、
先
生
の

笑
顔
と
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
、

入
室
を
希
望
し
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
八
木
ゼ
ミ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
男
子
3
名
、
女
子
9

名
の
計
12
名
。
4
分
の
3
が
女

子
で
す
。
し
か
し
、
男
女
比
は

関
係
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
波

長
が
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
員
個

性
豊
か
で
、
飲
み
会
が
大
好
き

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
び
た

び
先
生
を
含
め

て
飲
み
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
の

ゼ
ミ
と
も
仲
が
良

く
、
合
同
で
の
食

事
会
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、
幅

広
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
で
、
た
く
さ
ん

の
人
と
仲
良
く
な

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
た
だ
楽
し
く
ゼ
ミ
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
を

高
め
合
い
な
が
ら
も
、
心
理
学

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
く
と
い
う
方
針
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、

一
人
ひ
と
り
が
興
味
の
あ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
て
、
そ

の
成
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

ま
と
め
、
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
慣

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
就

職
活
動
に
お
い
て
そ
れ
が
武
器

や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

は
ず
。

毎
回
の
授
業
が
楽
し
み
な

最
高
の
雰
囲
気
の
ゼ
ミ

　

も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
の
準
備
作
業
を
通

じ
て
、
自
分
の
調
べ
て
き
た
研

究
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
り
新
た
な
知
見
を

得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
一
見
難
し
そ
う
で
、

初
め
て
の
人
は
緊
張
す
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、先
生
に「
失

敗
は
当
た
り
前
。
気
楽
に
や
っ

て
い
い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

一
言
が
心
に
ゆ
と
り
を
生
み
ま

す
。
そ
し
て
、
周
り
の
ゼ
ミ
メ

ン
バ
ー
も
に
こ
や
か
に
、
や
り

や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ

る
の
で
、
比
較
的
緊
張
せ
ず
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
先
生
が
少
し
意
地
悪
な

質
問
を
し
ま
す（
笑
）。し
か
し
、

誰
で
も
意
見
が
言
い
や
す
い
雰

囲
気
な
の
で
、
け
っ
し
て
辛
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
の

で
、
発
表
者
も
質
問
者
も
共
に

心
理
学
や
精
神
分
析
の
移
入
に
影
響
を
受
け
た

明
治
・
大
正
期
の
日
本
文
学

少
女
漫
画
に
お
い
て
先
鋭
的
に
表
現
さ
れ
た

「
こ
こ
ろ
」
と「
か
ら
だ
」
の
世
界

和やかな雰囲気の中で行われる
プレゼンテーションとディスカッション

文
学
に
描
き
出
さ
れ
る

「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」の
行
方
を
追
う

研
究
紹
介
｜
文
学
部
文
学
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
コ
ー
ス
准
教
授  

生
方
智
子

ゼ
ミ
自
慢
｜
心
理
学
部
対
人･

社
会
心
理
学
科
専
任
講
師  

八
木
善
彦
ゼ
ミ

増山勇斗（3年）東京都立杉並高等学校出身

良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
の
仕
方
が
良
け

れ
ば
、
先
生
は
褒
め
て
く
れ
、

た
と
え
間
違
っ
た
回
答
し
て

も
、
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
る

の
で
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発
表
者

に
質
問
が
集
中
す
る
日
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
で

す
か
ら
、
ま
た
発
表
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
木
ゼ
ミ
は

毎
回
の
授
業
が
楽
し
み
に
な

る
、
ほ
か
の
ゼ
ミ
の
学
生
か
ら

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
最
高
の

ゼ
ミ
で
す
。

ゼミ生は、八木先生のこの笑顔と雰囲気に魅了されて入室
しました

消費者心理を調べるための実験風景

　

揺
れ
動
く
「
こ
こ
ろ
」
を
語

る
と
き
、
流
動
的
な
欲
望
や
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を
備
え
た
「
か
ら
だ
」
が

現
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か

ら
だ
」
を
備
え
た
「
わ
た
し
」

と
は
誰
か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
い
が
浮
上
す

る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
日
本
近
代
文
学
の
展

開
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
現

代
に
な
る
と
、
特
に
女
性
の

表
現
者
た
ち
に
よ
っ
て
は
っ
き

り
と
テ
ー
マ
化
さ
れ
ま
す
。
こ

の
テ
ー
マ
は
、
現
代
文
学
の
み

な
ら
ず
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

領
域
で
も
探
求
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、「
花
の
24
年

組
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
昭
和

24
年
ご
ろ
に
生
ま
れ
て
少
女
漫

画
の
黄
金
期
を
築
き
上
げ
た
女

性
漫
画
家
た
ち
は
、
言
葉
と
図

像
と
い
う
二
種
類
の
表
現
特
性

を
備
え
た
漫
画
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
に
お
い
て
、移
ろ
い
ゆ
く「
こ

こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
世
界

を
さ
ら
に
先
鋭
化
さ
せ
て
表
現

し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
大

島
弓
子
や
萩
尾
望
都
と
い
っ
た

表
現
者
た
ち
が
、「
鏡
に
映
る

身
体
」
を
表
象
す
る
こ
と
を

通
し
て
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
か
た
ち
を
探
求
し
た

こ
と
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
日
本
近
代
文
学

研
究
の
方
法
を
発
展
的
に
展
開

さ
せ
て
ゆ
き
つ
つ
、
近
代
文
学

と
影
響
関
係
に
あ
る
領
域
に
注

目
し
、そ
こ
で
表
象
さ
れ
る「
こ

こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
行
方

を
追
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

2

学生に人気の高い生方先生のゼミ。毎回、たくさんの
学生が受講します

News vol.116  2012年（平成24年）1月1日発行

明治・大正期の小説から黄金期の少女漫画まで。
生方先生の研究分野は多岐にわたります

和気あいあいの八木ゼミ。授業以外の時間もこうして全員が集まったりします

八木先生が日本心理学会優秀
論文賞を受賞しました

詳細は５面へ
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平
成
14
年
に
誕
生
し
、
今
年

で
創
立
10
年
目
を
迎
え
た
心
理

学
部
。
10
周
年
を
記
念
し
て
、

昨
年
10
月
29
日
、
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
に

お
い
て
記
念
講
演
と
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、
日
本
心
理
臨
床

学
会
の
理
事
長
を
務
め
る
跡

見
学
園
女
子
大
学
教
授
・
鶴
光

代
氏
に
よ
る
「
心
理
臨
床
に
お

け
る
動
作
の
こ
こ
ろ 

―
そ
の

意
義
と
援
助
の
実
際
―
」
と
題

す
る
記
念
講
演
で
す
。
こ
の
講

演
は
学
修
の
基
礎
Ⅱ
受
講
者

の
授
業
の
一
環
と
し
て
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
第
2
部

で
は
、「
い
や
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
て
、
ジ
ブ
リ
ア

　

法
学
部
は
昭
和
56
年
の
創

立
以
来
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
30
周
年
を
記
念
し
て
、
12

月
3
日
に
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
大
震

災
の
法
と
行
政 

～
阪
神
淡
路

大
震
災
の
体
験
は
生
か
さ
れ

た
の
か
～
」。
地
域
連
携
の
一

環
と
し
て
、
学
会
（
自
治
体
学

会
）
と
大
学
の
連
携
に
て
行
う

も
の
で
、
当
日
は
、
中
央
大
学

ニ
メ
「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
の
主
題
曲
「
い

つ
も
何
度
で
も
」
で
知

ら
れ
る
木
村
弓
さ
ん
の

ラ
イ
ア
ー
の
弾
き
語
り

と
、
木
村
さ
ん
と
中
川

俊
郎
氏
（
ピ
ア
ノ
）
と

の
デ
ュ
オ
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
合
政
策
学
部
教
授
で
弁
護

士
の
阿
部
泰
隆
氏
に
よ
る
基

調
講
演
の
後
、
自
治
体
学
会
代

表
運
営
委
員
で
、
帝
塚
山
大
学

法
学
部
教
授
の
中
川
幾
郎
氏
、

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
教
授
金
井
利
之
氏
、

本
学
法
学
部
卒
業
生
で
南
会

津
町
総
合
政
策
課
主
事
の
佐

藤
亜
衣
氏
な
ど
を
招
い
て
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

復興祈願、もしドラ、古地図・絵図…

盛況だった23年度のイベント
本学では、さまざまな視点から、一般に広く公開講座を開催しています。ここでは、
平成23年度に大学や学部が主催したさまざまなイベントについて写真とともに振
り返ります。

講
演
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
か
ら
学

生
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
仏
教
学
部
は
、
3
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
平
成
23
年
度
の
公
開
講
座

の
総
合
テ
ー
マ
を
「
生
き
る
こ

と
・
死
ぬ
こ
と 

―
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

―
」
と
し
て
開
催
。
4
回
行
っ

た
6
月
の
第
1
期
で
は
、
現
代

社
会
が
抱
え
る
「
生
と
死
」
の

問
題
に
直
接
向
き
合
い
、
各
分

野
の
専
門
家
が
異
な
る
視
点
か

ら
深
層
を
探
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
期
の
仏
教
文
化

講
座
は
本
学
建
学
の
日
（
10
月

13
日
）に
開
催
。第
2
部
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
に
は
美
輪
明
宏
さ

ん
を
招
き
、「
生
き
や
す
い
生

き
方 

―
美
輪
明
宏
さ
ん
と
生

き
方
を
探
る
―
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
美
輪
さ
ん
は
、
ご
自
身
の

人
生
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
時
に
は
静
か
に
、
時
に

は
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
話
し
ま

し
た
。

　

文
学
部
は
品
川
区
と
共
催

で
、「
災
害
―
人
々
は
こ
う
し

て
乗
り
越
え
た
―
」
を

統
一
テ
ー
マ
と
し
、
9

月
か
ら
10
月
に
か
け
て

5
回
の
公
開
講
座
を
開

催
。「
災
害
」
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
の
工
夫

と
知
恵
に
つ
い
て
、
本

学
教
員
が
リ
レ
ー
形
式

で
講
演
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
知
的
な
貢
献

と
し
て
、
教
育
が
出
向
い
て
講

義
を
行
う
「
デ
リ
バ
リ
ー
カ

レ
ッ
ジ
」
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
春
期
に

筑
西
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
座
間
市
、

会
津
若
松
市
、
千
葉
市
、
秋
期

は
、
筑
西
市
、
郡
山

市
、
三
郷
市
、
佐
野

市
で
開
催
し
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
熊
谷
商

工
信
用
組
合
（
く
ま

し
ん
）と
連
携
し
て
、

「
く
ま
し
ん
立
正
大

学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
」
を

9
月
8
日
に
開
講

　

一
方
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
館
で
は
、
10
月
17
日
と
18

日
の
両
日
、
品
川
区
伝
統
工

芸
士
の
伊
藤
太
郎
さ
ん
を
招
い

て
、
浮
世
絵
の
摺
り
実
演
・
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
版
木
を
用
い
、
摺
り

師
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
江
戸

の
職
人
技
を
実
際
に
体
験
し

　

経
済
学
部
は
、
10
月
1
日
、

「
東
ア
ジ
ア
の
変
化
の
中
で
の

中
国
と
日
本
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

ま
ず
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
作
家
の
手
嶋
龍
一
さ
ん
が

「
新
た
な
東
ア
ジ
ア
の
時
代
を

考
え
る 

～
台
頭
す
る
大
国
中

国
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
か

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
。
第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
熊
谷
図
書
館

で
は
、
地
理
学
の
大
家
で
、
本

学
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
故
・

田
中
啓
爾
博
士
よ
り
本
学
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
た
田
中
啓
爾
文

庫
の
所
蔵
品
の
な
か
か
ら
、
選

り
す
ぐ
り
を
集
め
た
、
図
書
館

特
別
展
「
古
地
図
・
絵
図 

田

中
啓
爾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
」
を
開
催
（
11
月
4
日
～
10

日
）。
江
戸
時
代
の
貴
重
な
地

図
・
絵
図
、
和
装
本
の
ほ
か
、

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
手
嶋
さ
ん
の
ほ
か
経

済
学
部
の
五
味
久
壽
学
部
長
ら

に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
は
、
11
月
26
日
、

高
校
生
の
た
め
の
実
践
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
入
門
と
題
し
て
、「
も

し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
読
ん
だ
ら
」

の
著
者
、
岩
崎
夏
海
さ
ん
に
よ

先
生
の
著
作
物
や
初
公
開

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を

展
示
し
ま
し
た
。
学
園
祭

開
催
中
に
は
、
記
念
講
演

も
開
催
。
た
く
さ
ん
の
方

に
田
中
啓
爾
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
・
生

涯
学
習
支
援
を
目
的
に
、

法
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
地

球
環
境
科
学
部
の
3
学
部
が
合

同
で
、
前
・
後
期
、
各
6
回
の

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
「
変
化
を
読
む
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
学
部
の
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
講
演
し

ま
し
た
。

る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
本
学
の
学
生
た
ち
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

ほ
か
、
高
校
生
か

ら
の
質
疑
応
答
も

行
い
ま
し
た
。

　

心
理
学
部
は
文

学
部
同
様
、
品
川

区
と
共
催
で
、「
現

代
社
会
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な

が
り
と
こ
こ
ろ
の

支
援
」を
全
体
テ
ー

マ
と
す
る
講
座
を

開
催
。
10
月
1
日
、

8
日
、
15
日
の
3
日
間
に
わ
た

り
、
学
部
の
3
人
の
教
員
が
講

演
し
ま
し
た
。

デ
ュ
オ
演
奏
に
た
め
い
き

大
盛
況
だ
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

心
理
学
部
創
立
10
周
年
記
念
行
事

法
学
部
創
立
30
周
年
記
念
行
事

「子ども大学くまがや」にはたくさんの子
どもたちが詰め掛けました

第1部の鶴光代氏による記念
講演は授業の一環としても行わ
れました（写真上）
第 2部の記念コンサート。タイ
トルどおり、癒された方もたく
さんいたのではないでしょうか
（写真右）

関心の高いテーマで、基調講演（写真上）、
パネルディスカッション（写真下）とも、会
場は熱気に包まれていました

時には静かに、時には笑いを誘いなが
らの美輪明宏さんの講演

経済学部の国際シンポジウムでは、経済学部の
五味久壽学部長を中心に活発な議論を展開し
ました

貴重な地図・古地図を前に、入場者たちは興味津々
です

　

大
学
主
催
に
よ
る
第
93
回
公

開
講
座
（
11
月
26
日
）
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、『
五
体
不
満

足
』
の
著
者
で
作
家
の
乙
武
洋

匡
さ
ん
を
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

招
い
て
、「
僕
が
被
災
地
で
考

え
た
こ
と
～
オ
ト
タ
ケ
的
生
き

方
論
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
2
部
構
成
。
第
1
部

で
乙
武
さ
ん
に
、
東
日
本
大
震

災
の
現
地
を
訪
れ
た
際
に
感
じ

た
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

第
2
部
で
、
本
学
の
学
生
6
人

と
乙
武
さ
ん
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
乙
武
さ
ん
の

た
く
さ
ん
の
人
が
堪
能
し
た

田
中
啓
爾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

目
立
っ
た

震
災
復
興
を
願
う
イ
ベ
ン
ト

経
営
学
部
は
、高
校
生
向
け
に

「
も
し
ド
ラ
」の
著
者
講
演
会

し
ま
し
た
。
来
年
度

か
ら
は
、
年
4
〜
5

回
開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年

度
の
「
子
ど
も
大
学

く
ま
が
や
」
は
、
滑

川
町
を
募
集
範
囲
に

加
え
、
拡
大
し
て
開

校
し
ま
し
た
。
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
4
回

の
授
業
と
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
で
の
発
表
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
講
座
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
と
し
て
2
0
1
2
年
度
も
立

正
大
学
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

乙武さんは、訪問した被災地の
様子について報告。学生たちとの
フリートークも熱を帯びました

品川区伝統工芸士の伊藤太郎さん
が浮世絵の摺りを実演

講
師
を
派
遣
す
る

「
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」



　

文
学
部
で
は
、
今
年
3
月
、

『
文
学
部
教
員
が
す
す
め
る
こ
の

一
冊
』（
改
訂
版
）
と
い
う
冊
子

を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
冊
子
は
、

哲
学
科
、
史
学
科
、
社
会
学
科
、

文
学
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

コ
ー
ス
・
同
英
語
英
米
文
学
専

攻
コ
ー
ス
の
教
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
冊
ず
つ

推
薦
図
書
を
選
び
、

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
を

書
い
た
も
の
。
新
書
、

文
庫
、
選
書
の
な
か

か
ら
、
文
学
部
で
学

ぶ
た
め
に
必
要
な
知

識
に
つ
な
が
っ
て
い

く
入
門
書
を
選
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
の
初
版

は
2
0
0
8
年
。
以

来
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
等
で
配
布
し

　

社
会
福
祉
学
部
で
は
教
育
と

実
践
の
統
合
の
一
環
と
し
て
、

「
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
」（
通
称
、
ボ
ラ
セ
ン
）
を

て
好
評
を
得
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
新
任
教
員
の
レ
ビ
ュ
ー
も

含
め
、
装
丁
も
新
た
に
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
3
月
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、文
学

部
ブ
ー
ス
に
来
場
さ
れ
る
皆
さ

ん
に
お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

開
設
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
学
生
は
社
会
福
祉

学
部
の
ほ
か
、
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
他
学

部
生
、
さ
ら

に
は
、
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
分
野

は
社
会
福

祉
・
学
校
教

育
・
社
会
教

育
・
環
境
関
係
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
施
設
や
学
校
、
地
域
社
会

の
中
で
活
動
す
る
立
正
ボ
ラ
ン

ティ
ア
が
増
加
中
で
す
。昨
年
3

月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

ティ
ア
の
活
動
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
本
紙
1
1
4
号
、
1
1
5

号
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
ボ

ラ
テ
ィ
ア
養
成
講
座
も
開
催
し

て
お
り
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

経
営
学
部
で
は
、
産
・
公
・
学

の
連
携
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
P
B
L
（Project-Based 
Learning

）
を
用
意
し
て
い
ま

す
。「
品
川
女
性
起
業
家
交
流

会
」への
学
生
参
加
も
そ
の
一
つ

で
す
。

　

こ
の
「
品
川
女
性
起
業
家
交

流
会
」
は
平
成
17
年
に
設
立
さ

れ
た
「
一
人
で
奮
闘
す
る
創
業

間
も
な
い
女
性
企
業
家
」
の
交

流
会
。
経
営
学
部
の
佐
藤
一
義

先
生
の
ゼ
ミ
や
秦
野
眞
先
生
の

ゼ
ミ
な
ど
は
交
流
会
が
誕
生
し

て
以
来
参
加
し
、
女
性
経
営
者

と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
経
営
学
部
は
女
子
学

生
が
増
え
、
今
で
は
4
0
0
余

名
、
全
体
の
3
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
産
業
構
造

の
変
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

労
働
力
人
口
の
変
化
は
目
覚
ま

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

法
学
部
で
は
、
法
律
家
の
養

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、ゼ
ミ
生
と
な
っ
た
ら
、

3
年
生
の
と
き
、
全
員
で
専
攻

分
野
に
か
か
わ
る
論
文
を
作
成

し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
発
表
会

（
ゼ
ミ
論
大
会
）
を
開
催
し
て

　

経
済
学
部
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
か
ら
、3
回
シ
リ
ー

ズ
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
第
1

回
は
4
年
生
内
定
者
に
よ
る
講

演
で
、
1
1
0
名
の
3
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
す
で
に
内
定
を
得
て
い
る

8
名
の
4
年
生
が
自
分
の
就
職

　

地
理
学
科
に
開
設
さ
れ
て
い

る
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
実
習

Ⅱ
」の
授
業
で
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
立
地
解
析
や
荒
川

に
お
け
る
水
質
分
析
な
ど
の
ほ

か
に
、
現
地
調
査
と
G
I
S
（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
分
析
を
組

み
合
わ
せ
た
実
践
的
な
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
4
～

2
0
0
7
年
で
は
熊
谷
中
心
市

街
地
の
詳
細
な
家
屋
調
査
を
行

い
、
都
市
構
造
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

作
成
お
よ
び
都
市
構
造
解
析
を

試
み
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
0

　

心
理
学
部
で
は
、
昨
年
11
月

9
日
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

の
澤
田
匡
人
准
教
授
を
講
師
に

し
く
、
当
然
な
が
ら
女
性
が
活

躍
す
る
企
業
領
域
は
広
が
り
、

今
後
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

女
性
企
業
家
の
み
な
ら
ず
現
役

の
経
営
者
と
の
接
触
の
機
会
は

女
子
学
生
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
男
子
学
生
に
と
っ

て
も
経
営
学
の
研
究
と
進
路
選

択
に
有
益
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。
昨
年
も
11
月
23
日
に

開
催
。
全
員
、
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
ゼ
ミ
論
文
を
作
成
す

る
の
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
検
索
や
、論
文
の

編
集
作
業
に
欠
か
せ
な
い
の
が

P
C
環
境
で
す
。法
学
部
に
は

ゼ
ミ
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
、

L
I
C
T（
法
学
部
情
報
処
理

室
）と
呼
ば
れ
る
P
C
室
が
あ

り
、3
学
部
生
共
用
の
メ
ディ
ア

セ
ン
タ
ー
、
学
内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
が
混
ん
で
い
る
と
き

で
も
、
L
I
C
T
の
19
台
の
パ

ソ
コ
ン
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
ゼ
ミ
論

は
「
ゼ
ミ
論
集
」
と
し
て
1
冊

の
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、
卒
業

の
際
に
配
布
さ
れ
、
法
学
部
の

学
生
時
代
の
良
い
記
念
に
な
り

ま
す
。

活
動
を
振
り
返
り
、
就
活
ノ
ー

ト
や
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ノ
ー
ト
を
見
せ
な
が
ら
、試
験
の

ス
ケ
ジュ
ー
ル
や
準
備
に
つ
い
て

熱
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
3
年

生
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
先
輩

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
真
剣
に
聞
き

入
り
、
終
了
後
も
4
年
生
を
取

り
囲
ん
で
質
問
し
て
い
ま

し
た
。

　

2
回
目
以
降
は
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方

や
模
擬
面
接
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
学
生
は
、

最
初
緊
張
の
あ
ま
り
何
を

話
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
徐
々
に
笑
顔
も

見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
わ
ず
か
な
期
間
で
し

た
が
、
今
回
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
が
就
職
活
動
に

向
け
て
の
一
歩
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

～
2
0
1
1
年
で
は
熊
谷
市
鎌

倉
町
商
店
街
に
お
け
る
土
地
・

建
物
利
用
を
調
査
し
、
立

正
地
理
学
会
で
熊
谷
市
に

お
け
る
商
業
構
造
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
践
的

な
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
調
査
方
法
や
G
I
S

技
術
に
つ
い
て
の
学
生
の

理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
収
集
を

続
け
て
い
る
経
年
的
な

デ
ー
タ
は
、
景
観
保
護
や

防
災
面
に
お
け
る
基
礎
デ
ー
タ

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
し
ま
し
た
。

　

澤
田
准
教
授
は
宇
都
宮
大

学
の
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞

を
こ
れ
ま
で
に
2
回
受
賞
さ
れ

て
い
る
授
業
用
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

当
日
は
、「
授
業
の
展
開
」「
ス

ラ
イ
ド
の
作
成
」「
コ
ン
テ
ン
ツ

の
選
定
」
の
3
部
構
成
で
お
話

し
い
た
だ
き
、「
重
要
語
句
の
解

説
は
一
行
で
行
う
」「
授
業
の
途

中
で
2
分
く
ら
い
の
休
憩
を
入

れ
る
」
な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

お
招
き
し
、
F
D
（
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト

=

大

学
教
員
の
教
育
能
力
を
高
め
る

た
め
の
実
践
的
方
法
）
研
究
会

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先

に
行
わ
れ
た
全
学
F
D
研
修
会

で
な
さ
れ
た
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
用
い
た
授
業
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
関
す
る
報
告
」
を
踏
ま
え

た
も
の
。
心
理
学
部
内
で
も
よ

り
良
い
授
業
を
行
お
う
と
討
議

し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

た
発
表
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

る
澤
田
准
教
授
に
講
演
を
お
願

綿密な実地調査によって収集したデータはとても貴重です

昨年のゼミ論大会。毎年熱気あふれる大会となります

　

仏
教
学
部
で
は
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
と
の
学
術
交
流
を

推
進
し
て
い
ま
す
。昨
年
9
月
に

は
、同
大
学
に
お
い
て
、
原
愼
定

学
部
長
が
「
日
蓮
聖
人
の
罪
意

識
と
使
命
感
」
と
題
し
た
英
語

に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
の
交
流

は
3
年
前
か
ら
日
蓮
宗
の
後

援
で
進
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
本

学
と
同
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日

本
研
究
所
と
の
間
で
学
術
協
定

を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
仏
教
学
部
に
限
ら

ず
、
各
学
部
の
教
員
お
よ
び
大

学
院
博
士
課
程
レ
ベ
ル
で
の
交

流
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
開
校
1
4
0
周
年
を
迎

え
る
本
年
の
秋
に
は
、ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
教
授
陣
を
お
迎
え
し

て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

も
計
画
中
で
す
。

左から、原愼定仏教学部長、ハーバード大学ライシャワー日本研究所アンドリュー・ゴードン所長、
ヘレン・ハーデーカー教授、戸田裕久仏教学部特任教授。

あれこれこれあれ

『
文
学
部
教
員
が
す
す
め
る
こ
の
一
冊
』を
発
行

文学部

実
践
的
な
実
習
に
よ
り
理
解
を
深
め
る

地球環境科
学部

「
よ
り
良
い
授
業
を
行
お
う
！
」
活
況
だ
っ
た
F
D
研
究
会

心理学部

ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
学
生
生
活
の
充
実
を
！

社会福祉
学部

ゼ
ミ
論
作
成
に
欠
か
せ
な
い
充
実
し
た
P
C
環
境

法学部

活
発
な
女
性
起
業
家
た
ち
と
の
交
流

経営学部

FD 研究会の様子。宇都宮大学の澤田准教授
の話に参加者は真剣に耳を傾けました

交流会には毎回、たくさんの女性起業家が集まり、
情報を交換しています

ハー
バー
ド
大
学
と
の
学
術
協
定
を
締
結

今
秋
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
予
定

仏教学部

4News vol.116  2012年（平成24年）1月1日発行

東日本大震災の被災地にも本学からたくさん
のボランティアが駆けつけました

3 月のオープンキャンパスから配布します。
※ 表紙の画像は初版のものです

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

経済学部

4 年生による「就活報告」に、3 年生たちは真剣に耳を傾けていました



経理課
事務局
紹介

中山明子さん（大崎経理課）この人から一言

お金の管理と会計上の決断を行う

◆趣味
　ピアノ・バイオリン演奏、百人一首、ゲーム（主
にリズムゲームやパズルゲーム、RPG）

◆学生時代の思い出
　授業でグループ研究をしたとき、質問紙の回答が
なかなか集まらなくて大変でしたが、みんなで協力
して乗り越えられたことが印象に残っています。

◆学生へのメッセージ
　学生時代にしかできないことがあると思います。
ぜひ、いろいろなことに挑戦してみてください。そ
して、“今”を思い切り楽しんでください。

『
宗
教
百
科
大
事
典
』
全
15
巻

の
執
筆
に
参
加
す
る
な
ど
、
広

く
仏
教
思
想
の
解
明
・
普
及
に

寄
与
・
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
私
立
大
学
連
盟

に
お
い
て
は
、
立
正
大
学
の
代

表
と
し
て
初
め
て
同
連
盟
の
監

事
等
を
務
め
た
ほ
か
、
60
以
上

の
大
学
が
参
加
す
る
仏
教
・
哲

学
系
大
学
の
学
長
会
議
の
結
成

を
推
進
す
る
な
ど
、
高
等
教
育

の
発
展
に
寄
与
な
さ
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
受
章
は
、
こ
う
し

た
教
育
・
研
究
活
動
の
実
績
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

渡
邊
名
誉
教
授
は
、
仏
教
学

の
分
野
に
お
い
て
法
華
経
思

想
・
日
蓮
教
学
関
係
の
研
究
業

績
の
ほ
か
、
エ
リ
ア
ー
デ
監
修

　

本
学
の
渡
邊
寶
陽
名
誉
教
授

が
平
成
23
年
度
秋
の
叙
勲
で
、

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

流
し
て
い
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際

大
学
の
学
生
は
、
日
本
語
や
日

本
文
化
を
研
究
す
る
学
科
に
所

属
し
、
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

こ
の
ス
カ
イ
プ
を
使
っ
た
学
習

は
、
双
方
の
学
生
に
と
っ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
力
を
つ

け
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
は
、

昨
年
10
月
11
日
の
毎
日
新
聞
朝

刊
の
「
大
学
N
O
W
」
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
話
題
に
な
り
ま

し
た
。

　

心
理
学
部
で
は
、
学
生
の
国

際
交
流
と
英
語
力
向
上
を
目
指

し
て
、平
成
22
年
の
9
月
か
ら
、

心
理
学
部
の
学
生
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
大
学
の

学
生
と
の
間
で
、ス
カ
イ
プ（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話

機
能
）
を
利
用
し
た
英
会
話
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
ア
ジ
ア
の

中
に
あ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
文
化

や
ア
メ
リ
カ
文
化
の
影
響
が
大

き
く
、タ
ガ
ロ
グ
語
の
ほ
か
に
、

公
用
語
と
し
て
英
語
が
一
般

に
も
使
わ
れ
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
文
化
を
持
っ
た
国
で
す
。
交

　

本
学
心
理
学
部
の
八
木
善
彦

講
師
が
日
本
心
理
学
会
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。以
下
、

八
木
先
生
の
受
賞
後
の
コ
メ
ン

ト
で
す
。

　
「
こ
の
た
び
、
心
理
学
専
門

雑
誌
『
心
理
学
研
究
』
第
81

巻
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
『
ス
ク

ロ
ー
ル
提
示
さ
れ
た
文
章
の
読

み
特
性
』
に
対
し
て
日
本
心
理

学
会
か
ら
優
秀
論
文
賞
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
新
幹

線
の
車
内
で
見
掛
け
る
、
文
字

が
移
動
す
る
タ
イ
プ
の
電
光
掲

示
板
に
つ
い
て
、
最
も
読
み
や

す
い
と
感
じ
る
ス
ピ
ー
ド
は
ど

れ
く
ら
い
か
、
ま
た
な
ぜ
そ
の

　

開
校
1
2
0
周
年
か
ら
20
年

を
経
過
し
た
と
い
う
。「
光
陰

矢
の
如
し
」。
思
え
ば
1
2
0

周
年
に
は
、記
念
事
業
と
し
て
、

懸
案
だ
っ
た
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

の
再
構
築
や
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
各
大

学
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。
さ
ら

に
こ
れ
に
続
い
て
、
全
学
を
挙

げ
て
の
大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

大
き
な
喜
び
と
す
る
。
1
4
0

周
年
に
お
い
て
は
、「
日
々
新

た
に
、
日
々
に
新
た
な
り
」
の

意
気
込
み
で
、
さ
ら
に
一
層
の

充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

　

折
し
も
総
合
大
学
と
し
て
の

現
代
的
な
在
り
方
を
整
え
ら
れ

た
第
16
代
学
長
石
橋
湛
山
先
生

の
『
石
橋
湛
山
全
集
』
が
東
洋

経
済
新
報
社
か
ら
復
刊
さ
れ

た
。
今
回
は
、
新
た
に
第
16
巻

（
補
巻
）
に
青
年
期
の
貴
重
な

執
筆
が
登
載
さ
れ
、
諸
方
面
か

ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
本
学
の

ル
ー
ツ
は
天
正
8
年（
1
5
8
0

年
）
の
飯
高
檀
林
の
創
始
に
始

ま
る
。
織
田
信
長
、
太
閤
秀
吉

の
頃
。
大
航
海
時
代
に
、
現
在

の
千
葉
県
匝
瑳
市
（
旧
・
八
日

市
場
市
）
の
山
城
に
学
問
所
と

おめでとうございます！

いつも電卓片手に、笑顔でお待ちしています
（大崎キャンパス）

すばらしいキャンパスと自然。でも、堅物の経
理課です                        （熊谷キャンパス） 

し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
時

は
移
り
、
明
治
維
新
後
、
旧
幕

府
の
諸
機
関
は
す
べ
て
廃
止
さ

れ
、明
治
5
年
（
1
8
7
2
年
）

の
教
育
新
制
度
に
基
づ
き
、
高

輪
（
旧
・
二
本
榎
）
に
日
蓮
宗

小
教
院
を
設
置
。
明
治
37
年
、

大
崎
の
地
に
日
蓮
宗
大
学
林
を

設
立
。
さ
ら
に
大
正
13
年
の
大

学
令
に
よ
っ
て
「
立
正
大
学
」

が
ス
タ
ー
ト
。昭
和
24
年
以
降
、

新
制
大
学
と
し
て
新
た
な
展
開

を
見
る
。

　

近
代
以
前
の
教
育
制
度
の

歴
史
は
日
本
で
は
無
視
さ
れ

る
が
、
欧
米
で
は
む
し
ろ
尊
重

さ
れ
る
。
1
2
0
周
年
記
念
の

講
演
に
、
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

元
首
相
を
本
学
に
お
招
き
し
た

（
写
真
）
際
、
立
正
大
学
の
歴

史
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
当
然
の

こ
と
と
し
て
相
槌
を
打
た
れ
た

の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　

現
在
、
立
正
大
学
は
8
学
部

を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、

日
進
月
歩
の
世
界
に
羽
ば
た
く

人
材
育
成
と
研
究
の
進
展
を
め

ざ
し
て
い
る
。
今
や
世
界
の
高

等
教
育
機
関
は
丁
々
発
止
の
競

争
の
最
中
で
あ
る
。
立
正
大
学

の
役
職
・
教
職
員
・
学
生
・
同

窓
は
こ
ぞ
っ
て
手
を
携
え
、
新

た
な
進
展
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

行
き
た
い
。

渡
邊
寶
陽

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

120 周年の際にはイギリスのサッチャー元首相が記念講演のため来学

「
日
々
新
た
に
、日
々
に
新
た
な
り
」

新
た
な
進
展
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
行
き
た
い

心
理
学
部
の
八
木
先
生
が 

学
会
の
優
秀
論
文
賞
を
受
賞

フィリピンの学生との間で
スカイプでの英会話学習

スカイプを通じたやり取りで、英会話力が自然と向上します

渡邊寶陽名誉教授に瑞宝中綬章
平成23年度秋の叙勲

◆場所
　大崎キャンパス：1号館2階　　熊谷キャンパス：ゲートプラザ地下1階

◆課の主な業務
　・予算及び決算
　・学費収納
　・各種補助金の調査
　・給与、社会保険（熊谷経理課）
　・学生健康保険互助会の経理

◆学生へのメッセージ
　経理課は、学内で起こる出来事に対して、状況に応じたさまざまな会計上の決断をしなければ
ならない部署であり、そこに正解というものはありません。
　社会に出たら直面する問題の解決方法は、誰にもわかりません。そういう問題に向かって、自
分で考えて、答えを出して、行動しようとする力が一番大切なことだと思います。学生時代に大
いに行動して、大いに悩んで下さい。そうすれば自分の可能性が広がり、その経験が社会に出て
からきっと役に立つはずです。立正大学で新しい可能性をたくさん見つけてください。

 
・現金、預金の出納管理
・資産運用
・税務申告、納税
・立正エンタープライズ㈱の総務、経理全般
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優秀論文賞を受賞した八木先生

瑞宝中綬章を受章した渡邊先生

ス
ピ
ー
ド
が
読
み
や
す
い
と
感

じ
る
の
か
を
実
験
的
に
検
証
し

た
も
の
で
す
。
わ
た
し
自
身
、

興
味
を
持
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

行
な
っ
て
き
た
実
験
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
い
た
こ
と

を
と
て
も
光
栄
に
感
じ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
一
昨
年
、
消
費

者
心
理
学
専
門
領
域
の
教
員
と

し
て
本
学
心
理
学
部
の
対
人
・

社
会
心
理
学
科
に
着
任
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
人
が
広
告
や
商

品
デ
ザ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
、
そ
こ
か
ら
何
を
感
じ

る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
研
究

し
て
い
け
れ
ば
幸
せ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」



「
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
を
」

4
年
生
が
立
ち
上
が
る

　

こ
れ
か
ら
就
職
を
目
指
す
3

年
生
を
支
援
し
よ
う
と
、
す
で

に
就
職
活
動
を
経
験
し
、
進

路
を
決
め
た
先
輩
達
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
組
織
「
就
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」（
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
結
成
し
ま
し
た
。

　

結
成
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年

11
月
、
経
済
学
部
の
4
年
生
か

ら
下
の
よ
う
な
趣
意
書
が
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
届

き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
3
年
生
諸
君
の
活
動
を

積
極
的
に
応
援
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

学
生
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス

“
失
敗
談
”も
聞
け
る
か
も

　

就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、「
自

己
分
析
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
？
」「
面
接
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
聞
か
れ
る
の
？
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
質
問
が
で
き
る
ほ

か
、
就
活
に
関
す
る
恥
ず
か
し

い
失
敗
談
も
聞
け
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
“
超
氷
河
期
”
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
就
活
を
乗
り
切
っ
た
先
輩

た
ち
の
意
見
は
貴
重
な
も
の
と

な
る
で
し
ょ
う
。
質
問
内
容
が

明
確
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
誰
か
に
就
活
の
相
談
が
し

た
い
」「
不
安
な
気
持
ち
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
」。
そ
う
思
っ
た

ら
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
6
号
館

B
1
ド
ト
ー
ル
入
り
口
付
近
の

「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
」

を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は

月
～
金
曜
日
の
14
時
30
分
～
17

時
。
先
輩
た
ち
が
使
用
し
た
履

歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な

ど
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

　
「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」は
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の
ス
タ
ッ
フ

と
は
違
う
、学
生
目
線
で「
キ
ャ

リ
ア
ア
ワ
ー
」
の
企
画
・
運
営

に
も
携
わ
り
、
自
分
た
ち
の
就

職
活
動
で
役
立
っ
た
情
報
等
を

　まだ就職先が見つからず、就活に苦戦している4年
生の皆さん。昨年11月の新聞報道では、10月1日時
点の就職内定率は59.9%と発表されています。本学
でも11月初旬に先生方にご協力いただき、ゼミ単位
（8学部50ゼミ、596人）で進路状況調査を行いまし
たが、内定率は39.5%でした。この結果から判断す
ると、現在（12月10日）でも就職未内定の人がかな
りいるのではないかと推察されます。なかには就職
をあきらめてフリーター（無業者）になろうかと考え
ている人もいるでしょう。しかし、社会人としての
第一歩をきちんとした職業人としてスタートする人
と無業者としてスタートする人では、最初の1～2年
こそ経済的には大きな差は生じませんが、20代も後
半に時期になると経済的にも社会的信用度において
も、かなり大きな差が生じます。25歳を過ぎたフリー
ターの正社員への就職はかなり困難です。

　キャリアサポートセンターには、年が明けても4年
生対象の求人がたくさん寄せられています。そのな
かからあなたに合った会社を紹介することもできま
す。就職には「運」がつきものですが、その「運」を呼
び込むのは自分自身の行動力に他なりません。
　気が進まないかもしれませんが、けっしてあきら
めずに最後の力を振り絞ってキャリアサポートセン
ターを訪ねてください。キャリアサポートセンター
も皆さんと一緒に、就職先が見つかるまで最後まで
支援します。頑張りましょう！

就職未内定の4年生へ
最後まであきらめるな！
避けたい「フリーター＝無業者」

4年生にも多数の求人

あきらめないで、まずはキャリサポを訪ねてください

現
4
年
生
の「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」が
登
場
！！

就
活
経
験
者
が
3
年
生
の
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す

後
輩
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
就

活
を
実
際
に
経
験
し
、
成
功
さ

せ
た
実
績
を
持
つ
学
生
な
ら
で

は
の
視
点
で
、
後
輩
た
ち
の
心

強
い
味
方
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
こ
の
よ
う
な
「
就
活

サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
登
場
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

勢ぞろいした就活サポーター。どんなことでも気軽にご相談ください！

実際に使用した履歴書やエントリーシートも閲覧できます

どんな質問にも親身になってお答えします
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C areer Support
  Center

変わる、立正大学。
1/5（木）　～1/26（木）

※消印有効

インターネット

▲

1/12（木）～1/26（木）17:59まで
窓口

▲

1/27（金） ※大崎キャンパスのみ

〈前期出願期間〉

1/18（水）　～2/13（月）
※消印有効

インターネット

▲

1/27（金）～2/14（火）23:59まで
窓口

▲

2/15（水） ※大崎キャンパスのみ

〈後期出願期間〉

2/15（水）　～2/24（金）※消印有効
インターネット

▲

2/17（金）～2/25（土）17:59まで
窓口

▲

2/25（土） ※大崎キャンパスのみ

〈3月試験試験日［3/4（日）］の出願期間〉

前期1/5（木）　～1/13（金）※消印有効
中期

▲

1/16（月）～2/11（土）※消印有効
後期

▲

2/15（水） ～3/10（土）※消印有効

〈センター試験利用入試の出願期間郵送のみ〉

2月 全学部入試一般入学試験
日

12
19

月

6
13
20

火

7
14

水

1
8
15
22

木

2
9
16
23

金

10
17
24

土

11
18
25

3
5

21

4

後期試験日程

前期試験日程

2/3（金）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス　さいたま会場　札幌会場　仙台会場　郡山会場　新潟会場　静岡会場　福岡会場
2/4（土）、5（日）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス　横浜会場　さいたま会場　高崎会場
2/21（火）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス　　　　　　  　3/4（日）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス

前期試験会場

後期試験会場 3月試験会場
※出願時に試験会場を選択してください。

お問い合わせは 立正大学入試センター ☎03-3492-6649

2月3日は大崎・熊谷の両キャンパスのほか
郡山など7都市で地区入試を実施！

趣
意
書
（
要
旨
）

　
就
職
活
動
を
終
え
、
卒
業
を
目
前
に
控
え
た
今
、
活
動
時
に

感
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
情
報
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
な
い
ま

ま
卒
業
し
て
い
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
計

画
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
自
身
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
3
年
生
は
、
就
職

活
動
体
験
者
と
た
く
さ
ん
接
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大

学
で
は
、
就
職
相
談
を
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
よ
う
に
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
は
一
人
ず

つ
対
応
し
て
い
く
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
就
職
活

動
を
終
え
た
わ
た
し
た
ち
4
年
生
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
、

現
3
年
生
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
を
設
け
れ
ば
、
後
輩
た
ち

も
意
欲
的
に
就
職
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

キャリアサポートセンター部長  吉山辰之
大崎キャリアサポート課  斉藤広樹



　

東
京
・
芝
、
二
本
榎
に
あ
る
「（
長ち

ょ
う

祐ゆ
う

山ざ
ん

）
承じ

ょ
う

教き
ょ
う

寺じ

」
に
「
日
蓮
宗
宗
學
林
」
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
宗
學
林
が
現
在
の
立
正
大
学
の
濫ら

ん

觴し
ょ
う

で
す
。
時
に
明
治
5

（
1
8
7
2
）年
8
月
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
年
を
開
校
年
と
し
て
、平
成
24（
2
0
1
2
）

年
、
立
正
大
学
は
開
校
1
4
0
周
年
を
め
で
た
く
迎
え
ま
す
。

大先輩たちが青春を謳歌し
た学舎の見取り図 大學林設立当時の教職員の皆さん

明治37（1904）年に大學林が開林された当時の様子

新入生の募集要項（上）と日蓮上人の降誕会の案内（下）

　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、
教職員、学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。
写真、絵画、イラスト、漫画（４コマ等）などの応募をお
待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。ま
た、写真投稿に際してご本人以外の方が写っているものは、
その方の了承を得てくださいますよう、お願いいたします。

氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話
番号を明記の上、奮ってご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４- ２-16
　　　　立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／ pln@ris.ac.jp
■第117 号掲載締め切り　平成 24 年 1 月 25 日必着

皆さまの作品をお寄せください

【投稿者】
経済学部 2 年 ペンネーム 「フグ」

【タイトル】午睡　【投稿者】白井裕子  （文学部哲学科 3 年）

【コメント】 大学の近くで寝てました。

　史料編纂室では、立正大学（立正中学・高校・
短期大学部を含みます）に関するさまざまな資
料を収集しています。
　広報誌などの学内刊行物、時間割、講義ノー
ト、文書資料、学生運動関係等のビラ、写真（ア
ルバム）、記念品、躍進歌など、立正大学に関す
る資料がございましたら、史料編纂室にご寄贈、
もしくは貸与していただきますよう、お願いい
たします。

立正大学の歴史資料を
収集しています
☎03-3492-2681
内線（4197・4198）

7 News vol.116  2012年（平成24年）1月1日発行

【タイトル】

夕方の花
【投稿者】

佐藤亜里紗
  （文学部文学科 3 年）

【コメント】 
家の近くのグリーンセンターという植物がたくさ
んある広場で、友人と会話に花を咲かせながら
撮った写真です。夕方の時間帯だったので、陽
の光が絶妙なコントラストになりました。お気に
入りの1枚です。

いわゆる理科の標本室

特別教室での講義

 
開 
校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

今
年
は

大學林の全景。まさに隔世の感があります

 
開 
校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

注
／
２
コ
マ
目
の
１
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る「
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
こ
と



　

昨
年
10
月
末（
29
日
・
30
日
）、

「
H
O
P
E
」
を
テ
ー
マ
に
第

64
回
立
正
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
下
、
2
日
間
で

約
3
0
0
0
名
の
来
場
者
を
集

め
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

立
正
祭
は
夏
休
み
前
か
ら
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
を
重
ね
、

開
幕
前
日
も
夜

遅
く
ま
で
飾
り

付
け
や
進
行
の

確
認
に
追
わ
れ

る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
当
日

は
模
擬
店
や
演

劇
の
上
演
、
各

種
展
示
・
発

表
、
空
手
道
部

の
演
武
、「
中

学
1
学
年
音
楽

祭
」
な
ど
、
趣

向
と
工
夫
を
凝

ら
し
た
催
し
物
で
お
客
さ
ま
を

お
出
迎
え
。
い
ず
れ
も
力
が
こ

も
っ
て
い
る
だ
け
に
、
お
客
さ

ま
は
み
な
満
足
そ
う
な
表
情
で

し
た
。

　

そ
し
て
、グ
ラ
ン
ド
フィ
ナ
ー

レ
。
優
秀
団
体
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
て
、
第
64
回
立
正
祭
は
無

事
に
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
校
舎
が
馬
込
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
す
る
前
年
に
当
た

る
た
め
、
現
校
舎
で
は
最
後
の

立
正
祭
と
な
り
ま
す
。「
さ
よ

な
ら
大
崎
」
と
い
う
節
目
に
な

る
だ
け
に
、
多
く
の
卒
業
生
を

お
迎
え
し
て
、
さ
ら
に
華
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
を
公
開
す
る
予
定

で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　鳥取県出身で、高校時代は陸上競技部でハードルを専門に
練習に励み、県大会で入賞も果たしました。東京女子体育大
学に進学後は本格的にゴルフをスタート。技術の向上に努め
ました。
　本校に奉職して7年。中高ゴルフ部の顧問として、これま
でに6年連続全国大会出場を果たすなどの指導実績を残して
きました。卒業生の中にはプロテストに合格し、各大会で活躍
している選手もいます。現在は東京都および関東ゴルフ連盟
の理事を務め、大会運営の中軸を担っています。
　小さいころから体を動かすことが好きで、体育の教師にな
りました。最近、外で体を動かす子どもが少なくなったといわ
れます。体育の授業には、得意・不得意は別にして、楽しく元
気に参加してほしいと願っています。そして、一つでもいいか
ら生涯続けられるスポーツに巡り合ってくれたら、うれしいで
すね。

中
高
ゴルフ
部
の
顧
問
と
し
て
輝
か
し
い
指
導
実
績

R
IS

S
H

O
 J

u
n

io
r

 &
 S

e
n

io
r

 H
ig

h
 S

c
h

o
o

l
第
64
回
立
正
祭
、

　
盛
大
に
開
催
!

 

2
日
間
で
約
3
0
0
0
名
の
来
場
者

今
年
は
い
よ
い
よ「
さ
よ
な
ら
大
崎
」に

立
正
中
学
・
高
等
学
校

平成24年度の入試要項が決定しました

スタッフ勢ぞろいでパチリ。一生の記念になることでしょう

グランドフィナーレは優秀団体に表彰状が贈られました。受け取る側
は緊張しつつも、晴れがましい表情です
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第
14
回
関
東
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

【
女
子
団
体
戦 

形
の
部
】出
場
!

釣
り
同
好
会
の
合
宿
で

7・2
キ
ロ
の
ヒ
ラ
メ
を
釣
り
上
げ
る
!

　

吹
田
朋
子
さ
ん
、
諸
田
美
南

さ
ん
、
上
野
眞
花
さ
ん
の
3
名

は
東
京
都
大
会
で
3
位
に
入
賞

し
、
昨
年
10
月
、
関
東
大
会
に

駒
を
進
め
ま
し
た
。
立
正
中
の

女
子
が
関
東
大
会
に
出
場
す
る

の
は
3
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　

顧
問
の
島
村
先
生
は
東
京
都

中
学
校
空
手
道
連
盟
の
事
務
局

　

秋
山
凱か

い

く
ん
は
8
月
に
行

わ
れ
た
釣
り
同
好
会
の
合
宿
初

日
、
城
ヶ
島
沖
で
何
と
7
・
2

キ
ロ
の
ヒ
ラ
メ
を
釣
り
上
げ
ま

し
た
。
船
釣
り
は
こ
れ
が
2
回

目
と
い
う
秋
山
く
ん
は
全
長
90

セ
ン
チ
も
の
大
物
ヒ
ラ
メ
を
見

て
び
っ
く
り
。「
ヒ
ラ
メ
を
専
門

に
狙
っ
て
い
る
人
な
ら
、
一
生

に
一
度
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
大
物

が
釣
れ
れ
ば
本
望
で
し
ょ
う
」

と
、
船
長
さ
ん
も
絶
賛
す
る
ほ

長
を
務
め
て
い
る
だ
け
に
、
こ

の
3
名
の
活
躍
に
は
目
を
細
め

る
ば
か
り
。
空
手
大
好
き
仲

間
の
3
名
は
「
こ
れ
か
ら
も
毎

日
練
習
に
励
み
、
よ
り
上
を
目

指
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。
来
季
は
さ
ら
に
上
の
大

会
に
出
場
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ど
で
す
。

　

こ
の
釣
果
は
J
G

F
A
（
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
釣
り
連
盟
）
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア

日
本
記
録
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
顧
問
を
務
め
る
ラ
ル

フ
先
生
も
大
喜
び
。
ラ
ル
フ
先

生
は
英
会
話
の
先
生
で
す
が
、

大
の
釣
り
マ
ニ
ア
。
地
元
ア
メ

リ
カ
で
は
大
マ
グ
ロ
を
釣
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、秋
山
く
ん
は
釣
っ

た
ヒ
ラ
メ
を
刺
身
、
ム
ニ
エ
ル
、

天
ぷ
ら
で
食
べ
た
そ
う
で
す
。

一
緒
に
食
べ
た
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
れ
ぞ
「
な
で
し
こ
R
I
S
S
H
O
」。（
左
か
ら
）

諸
田
美
南
さ
ん
（
中
2
）、
上
野
眞
花
さ
ん
（
中
2
）、

吹
田
朋
子
さ
ん
（
中
3
）

吹
田 

朋
子
さ
ん
　
　
　
　
諸
田 

美
南
さ
ん

上
野 

眞
花
さ
ん

秋
山 

凱か
い

く
ん

中
2

中
2 中

2
中
3

高校ではハードラーとして活躍。
「生涯続けられるスポーツに
巡り合ってくれたら、うれしい」
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「中学 1 学年音楽祭」。見事なハーモニーを聴かせてくれました

都
大
会
で
3
位
に
入
賞
し
、
関
東
大
会
へ

顧問のラルフ先生も大喜び

これが 7.2kg の大物ヒラメ。引き
上げるのも大変そう

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
記
録
に
認
定



　1981年に奉職して以来、勤続31年。創立50周年記念式典
という晴れの場で、勤続30年表彰を受けることができました。
これまでに生徒指導部長、学年主任の役職を歴任し、社会科
教師として日本史、現代社会、世界史を担当。部活動では柔道、
相撲、空手部の顧問を経験しました。現在は1年2組の担任兼
学年主任と、社会科主任を兼務し、多忙な日々を送っています。
　振り返ると、1981年の奉職より、鬼の寮舎監8年、生徒指
導部長十数年、「服装が、あいさつが」等々、口うるさい教員と
して、今年で31年目を迎えることができました。
　本校の建学の精神は「教育勅語」で、創立者の岡崎功先生が
欧米の伝統校を視察されたとき、各校より絶賛されました。こ
の精神は決して過去のもの、今の世に合わないものではあり
ません。愛国心、孝行、友愛などはいつの時代でも当然のこ
とであり、むしろ現代のような時代にこそ生かされなければな
らないものであると思います。
　今後も建学の精神を堅持し、1人でも多く真の日本人を育て
ることができるよう努力して参ります。

鬼
の
寮
舎
監
8
年
、“
そ
の
人
あ
り
”の
名
物
教
師

今年で勤続31年目。
生徒指導部長や社会科を担当し、
柔道・相撲・空手各部の顧問も

　

学
校
法
人
淞
南
学
園
立
正
大

学
淞
南
高
等
学
校
創
立
50
周
年

記
念
式
典
は
、
五
百
名
余
り
が

出
席
し
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
幕
開
け
は
本
校
マ
ー
チ

ン
グ
部
生
徒
に
よ
る
出
雲
神
話

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
力
強
い
演

奏
と
、
本
校
の
歴
史
を
振
り
返

る
D
V
D
の
上
映
で
す
。

　

そ
れ
に
引
き
続
き
、
ご
来
賓

の
細
田
博
之
衆
議
院
議
員
、
島

根
県
知
事
代
理
、
松
浦
正
敬
松

江
市
長
、
立
正
大
学
副
学
長
・

石
井
富
美
子
先
生
か
ら
ご
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
徒
代
表
の
米
山
崇

仁
く
ん
が
、
50
年
の
歴
史
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
へ
の
感
謝

と
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
を
誓
う
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
席
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
。
厳
か
な
雰

囲
気
の
な
か
、
滞
り
な
く
式
典

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
11
月
23
日
、創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行

細
田
博
之
衆
議
院
議
員
ら
が
列
席

生
徒
代
表
は
先
輩
方
へ
の
感
謝
の
辞
を

里
な
ど
が
立
地
す
る
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
本
校
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
加

え
、
松
江
開
府
4
0
0
年
祭
が

行
わ
れ
た
節
目
の
年
で
す
。
さ

ら
に
、
今
年
は
古
事

記
編
纂
1
3
0
0

年
の
年
に
当
た
り
、

来
年
に
は
出
雲
大

社
遷
宮
も
控
え
る

な
ど
、
こ
こ
数
年
、

「
島
根
県
」
で
は
歴

史
的
な
節
目
が
続

き
、
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
環
境
の
下
、
本
校

で
は
環
境
美
化
や
整
理
整
頓
を

日
々
の
生
活
の
中
で
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
生
活
環

境
を
自
分
た
ち
で
整
え
る
社
会

参
画
へ
の
第
一
歩
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
学
校
へ
の
愛
校
心
や

地
域
・
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め

る
た
め
の
工
夫
を
凝
ら
す
と
と

も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
教
育

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地

域
社
会
と
連
携
し
た
協
力
体
制

を
作
っ
て
い
く
方
針
で
す
。
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細田博之衆議院議員 立正大学副学長
石井富美子先生

ゴミって意外に多いものです

「これって、な〜んだ」「えっとね」
無邪気で純粋な幼い子どもたちを前に、
自然と笑みがこぼれる本校生徒たち

立
正
大
学
淞
南
高
等
学
校

9

　

本
校
で
は
昨
年
も
学
校
周
辺

の
地
域
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
学
校
周
辺
は
国
宝
神
魂

神
社
の
本
殿
や
県
立
八
雲
立
つ

風
土
記
の
丘
、
出
雲
か
ん
べ
の

　

家
庭
科
授
業
の
一
環
と
し

て
、2
年
生
が
近
隣
の
幼
稚
園
・

保
育
園
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
地
域
散
策
、
園
内
で
の
運
動

な
ど
を
実
践
す
る
保
育
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
、
自
然
体
で
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
生
徒
た
ち
。
あ
い
さ
つ

や
優
し
い
言
葉
遣
い
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
う
え
で

必
要
な
姿
勢
や
注
意
点
な
ど
が

学
べ
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

全
校
総
出
で
社
会
参
画

10
月
21
日
、地
域
清
掃
を
実
施
近
隣
の
幼
稚
園・
保
育
園
で

保
育
実
習
を
実
施

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
貴
重
な
ひ
と
と
き
に

　当日は式典を記念し、竹田恒泰先生を講師にお迎えして講
演会を開催しました。竹田先生は若 し々くエネルギッシュな口調
で聴衆の心を見事に引きつけ、まず式典当日の勤労感謝の日
が元々は新嘗祭の日であることを紹介。これは宮中祭祀で最
も重要な祭であり、祝祭日に制定された日を見ればその国の在
り方がわかると語り始めました。続いて、私たちが生まれ育った
日本は世界に誇るべき歴史・伝統・文化のある国であり、日
本人が培ってきた大和心は世界に称賛されてしかるべきとお話
しになりました。
　その点、本校での「祖国を愛敬すべし」「孝心を厚くすべし」

「仁愛を旨とすべし」「礼儀を正しくすべし」「信義を尊ぶべし」
という五つの建学の精神の内容は、本来の日本人なら至極当
たり前のこと。しかし、竹田先生は「現代社会においてはない
がしろにされている」と憂いています。
　また、東日本大震災は日本人の多くが「このままではいけな
い」と覚醒する機会になったと指摘。亡くなられた方々に恥じ
ないよう「生き残った私たちが、震災前よりもさらに輝きのある
日本を作り出していかなくてはならない」と締めくくられました。
聴衆一同の心に深く刻まれた有意義な講演会になりました。

竹田恒泰先生プロフィール（平成23年9月1日現在）

作家、慶應義塾大学講師、財団法人竹田研究会財団
昭和50年、旧皇族・竹田家に生まれる。明治天
皇の玄孫。慶應義塾大学法学部法律学科卒業。
専門は憲法学・史学。慶應義塾大学大学院法学
研究科では、講師として「特殊憲法学（天皇と憲
法）」を担当。また、未来を担う若者に真実の日本
を教える「竹田研究会」という会員制の勉強会を
展開しており、会員数は日本全国11カ所で3000人
以上を数える。

【主な著書】
平成18年、『語られなかった皇族たちの真実』（小学館）で第15回山本
七平賞を受賞。
平成21年、論文「天皇は本当に主権者から象徴に転落したのか?」で、
第2回「真の近現代史観」懸賞論文・最優秀藤誠志賞を受賞。
主な著書に『旧皇族が語る日本史』（PHP新書）、『皇族へのソボクなギ
モン』（扶桑社）、『皇統保守』（PHP研究所）、『怨霊になった天皇』（小
学館）、平成23年6月現在33万部を突破するベストセラーとなった『日本
はなぜ世界でいちばん人気があるのか』（PHP新書）、環境のメカニズム
をわかりやすく解説した『エコマインド～環境の教科書』（ベストブック）、『原
発はなぜ日本にふさわしくないのか』（小学館）。
また、平成23年9月1日に『現代語古事記』（学研）、9月16日に『日本
人はなぜ、日本のことをしらないのか』（PHP新書）を刊行。
さらに、平成23年10月号から『新潮45』誌上で連載小説『弟宮』を発表。

竹田恒泰先生が講演
「震災前よりも輝きのある日本を作ろう」
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マーチング部生徒による力強い演奏とパフォーマンス

小さなゴミや雑草も見逃しません
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昨年もがんばりました昨年もがんばりましたクラブ、サークル情報
◆柔道部
・平成23年度全日本学生柔道優勝大会出場
・第61回秋季品川区民柔道大会男子2段（＋81kg超級）優勝
　関塚和希さん（仏教学部1年）

◆剣道部
・第39回埼玉学生剣道新人戦大会男子個人戦準優勝
　毎熊祥平さん（文学部2年）
・第61回秋季品川区民剣道大会男子2段の部優勝　井川良介さん（法学部1年）
・第61回秋季品川区民剣道大会男子3段の部優勝　野原友宏さん（法学部1年）

◆籠球部
・第87回関東大学バスケットボールリーグ戦
　男子5部リーグ渋谷エリアBブロック3位
・第61回関東大学女子バスケットボールリーグ戦
　女子グループリーグ　4部優勝　3部昇格
　優秀選手賞　小林百合江さん（法学部４年） 

◆排球部
・平成23年度関東大学バレーボール秋季リーグ戦
　男子6部6位

◆水泳部
・第84回関東学生選手権水泳競技大会（3部）
　男子  50m自由形（A－決勝）1位　宮永（三ケ原）和也さん（仏教学部4年）　男子100m自由形（A－決勝）2位　
　男子100m背泳ぎ（A－決勝）2位　青木吉紀さん（文学部2年）

◆ソフトテニス部
・関東学生ソフトテニス春季リーグ戦
　男子8部5位（1勝4敗）　女子10部4位（4勝3敗）
・関東学生ソフトテニス秋季リーグ戦
　男子8部4位（3勝2敗）　女子10部優勝　9部昇格（7勝0敗）

◆弓道部
・第41回全関東学生弓道選手権大会女子個人戦優勝
　板倉早織さん（文学部社会学科2年）
・東京都学生弓道連盟（女子）リーグ戦Ⅳ部優勝　Ⅲ部昇格

◆バドミントン部
・関東大学バドミントン秋季リーグ戦　男子6部2位　女子6部3位

◆アメリカンフットボール部
・関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグAブロック　4位（2勝3敗）

◆グリークラブ
・第64回全日本合唱コンクール全国大会大学部門B（33人以上）　銅賞

◆吹奏楽部
・第51回東京都吹奏楽コンクール大学の部　銀賞

◆児童文化研究部
　児童文化研究部は平成24年に創部100年を記念し、行事を開催します。
　OB・OGの方や関係者の皆さん、ぜひご参加ください。
・平成24年11月下旬（予定）　於：大崎キャンパス周辺（予定）

　私たちアイススケート部はホッ
ケー部門とフィギュア部門に分かれ
て活動しています。今回はホッケー
部門についてご紹介します。
　アイスホッケーは氷上の格闘技と
も呼ばれ、関係者の間では「氷闘」
という漢字を当てています。一般的
には、痛そう、怖そう、体の大きい
人がやるスポーツ、初心者にはムリ、
etcというイメージではないでしょ
うか。
　ここで声を大にして言いたいので
すが、そんなことは全くありません!!
　今回はこの場を借りて、アイス
ホッケーの間違ったイメージを変え
てしまおうと思います。
☆初心者でもできる?
　高校までにアイスホッケーを経験
したことのある人のほうがまれで
す。今、在籍する部員はそのほとん
どが初心者。初めはスケートもでき
なかった人たちが集まっていると
いっても過言ではありません。1年

生のうちはスケーティングを中心に
練習し、徐々にスティックやパック
を使った練習に移ります。ですから、
今から始めたとしても、秋の大会で
はレギュラーに入れる可能性が十分
あるのです。
☆痛くないの?
　テレビや漫画では選手が激しくぶ
つかり合うシーンばかり目にするの
で、痛そうに思えるかもしれません
が、実際はそんなに痛くありません。
アイスホッケーは頭から爪先まで
10個以上の防具を着けます。たと
え激しくぶつかり合っても、防具が
しっかり守ってくれるのです。
☆小柄だけど……
　現在のキャプテンの身長は15○
cm。とても大きいとはいえません。
しかし、小柄ならではの素早い動き
はプレーするに当たって大きな戦力
になっています。

☆運動が苦手でも大丈夫!!
　アイスホッケーは陸上の動
きで使う筋肉とは別の筋肉が
必要なスポーツです。走るの
が苦手、球技が苦手、水泳が
できない……。そんな人こそ
自分の隠された才能に出合え
ます。
　私たちアイススケート部は
埼玉県川越市のリンクを借り
切って練習を行っています。
年間を通して二つの公式戦
と、練習試合を行い、勝利の
ために日夜精進しています。

　 ス ケ ートはウイン
タースポーツの華。そ
の中でも一段高いレベ
ルのアイスホッケーに、
ぜひ挑戦してみてくだ
さい!　見学・体験は随
時受け付けています☆

（法学部4年長谷川美夏＝

都立芦花高等学校出身）審判がパックを投入して、さあフェイスオフ（＝プレー開始）

　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は4月1日発行（第117号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ちし
ております。こちらにメールしてください。

練習が終われば、みんな和気あいあい

見
学
・
体
験
は
随
時
受
付
中

アイススケート部
ホッケー部門

課外活動
き ら りシリーズ

E-mail:pln@ris.ac.jp

課外活動情報
を 募  集  中！

まさに「氷闘」の迫力。なのに初心者でもOK
アイスホッケーに関する疑問に答えます!
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文・写真/岩瀬孝文（立正大学スポーツ広報・スポーツジャーナリスト）

※本学では学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、
　硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

      2011リーグ戦成績表
●ラグビー部（関東リーグ２部優勝）
①立正大 ７勝０敗 勝ち点２８
②山梨学院大 ６勝１敗 勝ち点２５
③専大 ５勝２敗 勝ち点２２
④埼玉工大 ４勝3敗 勝ち点１９
⑤東洋大 ２勝５敗 勝ち点１３
⑥玉川大 ２勝５敗 勝ち点１３
⑦白鴎大 １勝６敗 勝ち点１０
⑧朝鮮大学校 １勝６敗 勝ち点１０

       2011リーグ戦成績表
●サッカー部（東京都１部リーグ８位） 
①東京大 ５勝２敗２分 得失点    ２ 勝ち点１７
②山梨学院大 ５勝３敗１分 得失点    ９ 勝ち点１６
③亜大 ５勝３敗１分 得失点    ４ 勝ち点１６
④東農大 ５勝３敗１分 得失点    ２ 勝ち点１６
⑤明治学院大 ４勝２敗３分 得失点    ３ 勝ち点１５
⑥立教大 ４勝３敗２分 得失点    ３ 勝ち点１４
⑦玉川大 ３勝４敗２分 得失点  −5 勝ち点１１
⑧立正大 ３勝５敗１分 得失点    １ 勝ち点１０
⑨帝京大 ２勝５敗２分 得失点  −4 勝ち点  ８
⑩東京経済大 ０勝６敗３分 得失点 −15 勝ち点  ３

　これまで東京都1部リーグで安定
して上位につけ、毎年のように関東
リーグ昇格決定戦へと進出し、関東
2部リーグまであと一歩という状況
にあったのがサッカー部だ。しかし、
今季は8位と低迷した。その背景に
は得点力のアップに、後進の育成、
さらにはチームワークからコーチン
グまで、なにかしらの課題が見られ
たようだ。来シーズンこそはそれら
を打破して、関東2部リーグ入りを
とことん目指していきたい。

　開幕からの連勝で勝ち点3を挙
げ、東都1部への復帰の道が明るく
開けたかに見えた硬式野球部。結局、
その後に失速して3位に終わった。 
　立正大は専大、国学大、拓大（今
季の2部優勝校）と、3試合連続の
勝利で勝ち点3を獲得。残る東農大

（2部最下位）と国士大から勝利を
得れば、勝ち点5の完全優勝も見え
た。しかし、残念なことに押しきれ
ないまま幕が閉じられた。
　東都2部では優勝して入れ替え戦

に進めなければ、2位から5位はど
の順位でも変わりがないといわれ
る。現3年生と2年生に有力選手が
ひしめく立正大は、今春の2部優勝
と入れ替え戦への進出、そして1部
復帰へと突き進むべく、熊谷特有の
厳冬トレーニング期間に突入した。

越えられる。
　12月11日の拓大との入れ替え戦
は、残念ながら21 ー 27と惜敗。

キ
ー
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
精
神
で
鋭

く
突
進
す
る
（
立
正
大
ー
拓
大
）

来
シ
ー
ズ
ン
の
奮
起
を
誓
う

ク
ロ
ー
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
﨑

田
投
手（
法
２・
立
正
大
淞
南
高
）

秋シーズンに好調打線を支えた原田内野手
（法２・天理高）、三國主将（法４・智弁
学園高）、 指名打者関本（法４・平安高）、
伊藤中堅手（法３・鶴岡東高）／左から

長身１９０cmをもって前線の突破力があ
るFWドンコー（地環３・正則学園高）

快速の FB15ジェイミー（社福３・MRGS 高）

工大と山梨学院大に難なく勝利。危
なげなく1部への入れ替え戦に進出
したのである。
　今シーズン、特に注目されたのが、
外国人選手のスピードあふれるラン
だ。縦横無尽のパス回しに加え、メ
ンバー相互に連動性のあるバックス
陣というように、ランでは他大学の
一歩先を行く状況にあった。
　立正大は、2部ではすこぶる安定
するも、過去の入れ替え戦では守勢
に入ることもしばしば。そこには大
きな壁があった。1部チームとの違
いはどこにあるのか。もっぱら指摘
されるのはプレイスピード。
　ただし、そうしたウイークポイン
トは相手校の戦術に対する綿密な
分析と、試合中における主要メン
バーの気迫あふれるタックルなどに
よって、十分打開できること。普段
のトレーニングと、長野県菅平高原
での夏合宿で得られた筋力と戦術
の理解力さらに高いアレンジ能力が
あれば、1部への厚き壁は必ず乗り

　この秋、立正ラグビー部はとても
まとまりが良かった。その結果、リー
グ戦2部において、7戦全勝で見事
に優勝を遂げた。
　ここでその戦いを振り返っておこ
う。まずは下位チームを終始圧倒し、
完勝を続けた。続く上位チームに対
しても、伝統校の専大、強豪の埼玉

７戦全勝でリーグを制覇! 
おめでとう!  ラグビー部

    2011秋季リーグ戦成績表
●硬式野球部（東都2部リーグ3位） 
①拓大 ９勝３敗１分 勝率0.750 勝ち点４
②国学大 ７勝６敗０分 勝率0.538 勝ち点３
③立正大 ６勝６敗１分 勝率0.500 勝ち点３
④国士大 ６勝６敗１分 勝率0.500 勝ち点２
⑤専大 ５勝７敗０分 勝率0.417 勝ち点２
⑥東農大 ３勝８敗１分 勝率0.273 勝ち点１

秋季リーグ戦は3位に　硬式野球部

来季に期待したい　サッカー部

７戦全勝でリーグを制覇! 



発生したと想定。学生たちは消火
器を手にした初期消火活動やホー
スを使った消火活動に取り組むと
ともに、AED応急救護講習などの
救命講習を受けました。
　こうして始まった両キャンパスの
学園祭は、いずれも演劇・音楽・ダ
ンス系サークルのライブや文化系
サークルの展示・発表など盛りだく
さんの内容。来場者の皆さんには
大いに楽しんでいただきました。

　さらに、橘花祭ではサンドウィッ
チマンなどによるお笑いライブ、星
霜祭では人気グループ「AAA」に
よるライブも行われ、華やかさを添
えました。また、学生健康保険互
助会還元事業として、大崎キャン
パスでは羽鳥慎一氏（フリーアナウ
ンサー）、熊谷キャンパスでは藤岡
弘、氏（俳優）による講演を開催。
共に大勢の聴衆を集めました。

　昨年11月、大崎キャンパスでは
「希望」をテーマに橘花祭（11月5・
6日）が、熊谷キャンパスでは「夢
星～ユメアカリ～」をテーマに星霜
祭（11月4〜6日）が、それぞれ華
やかに開催されました。
　大崎キャンパスでは開催前日の
11月4日、品川消防署の指導の下
で、橘花祭に参加する学生を対象
に防災訓練が行われました。橘花
祭開催中に地震が発生し、避難誘
導中に中庭の模擬店でガス爆発が

「将来は日本で仕事をしたい」

　私は以前から日本の大学に留学
し、日本語や文化を学びたいと思っ
ていましたが、新羅大学はもともと
女子大だったため、交流する大学も
女子大に限られていました。しかし
今回、立正大学との大学間交流を知
り、自然に恵まれた環境の熊谷キャ
ンパスでお世話になることを決めた
のです。
　このたびの日本語スピーチコンテ
ストのお話をいただいたとき、最初
は「どうして、私に?」と思いました。
でも、多くの人の前で自分の考えを
話す機会はめったにないこと。「失
敗しても、自分の考えを話すのはい

　学生健康保険互助会（通称：ガッ
ポ）では、学生の皆さんが入学時
に納入した互助会費の還元を目的

として、健康に考慮したランチを企
画。昨年10月に日替わりメニュー
（限定30食）を300円という安さ
で販売しました。このほか、ガッポ
は献血やスポーツテストのサポー
ト、学園祭のゲスト講演など、幅広
い活動を行っています。

いことじゃないか」と、思い切って
参加することにしました。
　ただ、演題はなかなか決められま
せんでした。結局、日本は工業国家
でありながら自然保護なども素晴ら
しく行き届いていること、東日本大
震災時の日本の対応に関することな
ど、普段から感じていることを話そ
うと決めました。
　コンテスト当日を迎えるまでは、

話し方や発音などにつ
いて職員の方々が親切
丁寧に教えてください
ました。無事にコンテス
トを終えることができ
たのはそのおかげです。
　今後は、まず私自身
の心と体で日本を見て
感じて想い出を残そう
と考えています。さま
ざまなことを一つでも
多く体験、勉強していき、
将来は日本で仕事をし
たいと思っています。

大崎キャンパス
橘
き っ

花
か

祭
さ い

「希望」  

サンドウィッチマン、「A
ト リ プ ル エ ー

AA」、羽鳥慎一氏らが登場

スピーチをする孫さん
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心理学部臨床心理学科4年

種田早織さん（都立雪谷高等学校出身）
　応援指導部のチアリーダー部門で4年間活動した種田早織
さん。４年生のときには代表を務めました。
　「楽しいこともつらいこともたくさんありましたが、つらいこ
とは一つひとつ仲間と乗り越え、人間的に成長できたと思い
ます」と振り返ります。部活のおかげでとても充実した4年間
となったそうです。
　種田さんは今、「部活で身に付けたことを社会人になっても
発揮していきたいです」と決意を新たにしています。

孫一権さん
（韓国・新羅大学3年生）

日本語プログラム受講生が
スピーチコンテストで優秀賞に

橘花祭開催に先立って行われた初期消火訓練（左）とAED 応急救護講習（右）

橘花祭と星霜祭のパンフレット

応援指導部チアによるパフォーマンス

たくさんの模擬店が並びました（上）。地域の皆さんにも好評です（下）　
※この 2 点は星霜祭の模様です

児童福祉研究会による海鮮塩焼きそばの模擬店

テレビでおなじみ羽鳥慎一氏の講演

今年の橘花祭の「ミス立正」
（岡村果奈さん／文学部 1 年。
12 面「輝く人」参照）

実は男子学生、女装
コンテストの優勝者

ダンスサークル「Alive」によるヒップホップダンス

　2011年度秋学期日本語プログラム受講生として来日している、韓国の新羅大
学3年生の孫一権（ソン・イルクォン）さんが、熊谷市国際交流協会の主催する「外
国人による日本語スピーチコンテンスト」に出場し、参加者18名中、見事、優
秀賞（熊谷市長賞）に輝きました。孫さんからのコメントを紹介します。

何と300円!
「ガッポランチ」を販売

学生健康保険互助会

学園祭が大崎・熊谷で華やかに開催!

熊谷キャンパス
星
せ い

霜
そ う

祭
さ い

「夢星～ユメアカリ～」



　「まさか自分が選ばれるとは夢にも思いま
せんでした！　友だちの応援がうれしかった
です」と話すのは、昨年の橘花祭のミスコン
で見事「ミス立正」に輝いた岡村果奈さんだ。
友人の推薦でエントリーしただけに、喜びは
ひとしおだろう。
　岡村さんは幼稚園児のときから英会話ス
クールに通い、中学生のときにはアメリカと
オーストラリアでホームステイを経験。実家
では海外からの留学生を受け入れていたこと
から、語学や海外に強い興味を持ち、本学の

文学部文学科（英語英米文学専攻）に入学し
た。
　「立正は施設が充実していて、とてもキレ
イ」と話す岡村さんは、「英作文の授業も好
きですが、実践で役に立つコミュニケーショ
ンの授業はもっと好き!　第二外国語の中国語
にも興味があります。新しい言語を学ぶこと
は本当に楽しいですね」
　大学生活は充実しているようだ。「勉強も
遊びも全力で楽しみたい。春休みにはマレー
シアに2カ月の語学研修に行ってきます」と、

何事にも積極的な岡村さん。「学生時代にさ
まざまな国に出かけ、異なる文化や価値観に
触れたい」と目を輝かせて話してくれた。
（私立白鷗大学足利高等学校出身）

2011「ミス立正」登場!
「異なる文化や価値観に触れ、語学力を磨きたい」
岡村果奈さん（文学部文学科1年）

INTERVIEW

輝く「ミス立正」のトロフィーとともに
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　新年を迎えると、誰でも「今年は○○をしたい」と思うもの。立正大学の学生の皆さんはどんな
ことを成し遂げたいと思っているのでしょうか。各学部を代表し、ここで誓っていただきましょう。

各学部を代表し、今年にかける思いを披露の誓い

昨年に旅した香港での 1コマ。岡村さんは在学中に何
カ国を旅するのでしょうか

「団体型」の競技（左から2人目が戸田さん）

間力養成支援プログラムと
は、本学の教育ビジョンであ

る『「モラリスト×エキスパート」
を育む。』を実践するため、全学生
に対して、「教養」「自律性」「感受性」
を高められるような機会を提供する
とともに、他の学生に対して影響力
を与えられるような「リーダー」を
養成することを目的に、2009年か
ら始まったプログラムです。
　今年度は、昨年度までの短期プロ
グラムとは異なり、7月～12月の半
年間にわたってのプログラムで実施
しました。7月にプレセミナーを開
催し、プログラムの目的や流れを説
明。その際、事前課題（自己分析一
問一答100問）を課して、学生には
自己分析を行ってから合宿セミナー
に臨んでもらいました。
　ここで合宿セミナーの具体的な内

容についてご紹介します。まず「過去」
「現在」「未来」を軸として、「いかに
あるか、いかにあるべきか」を自ら
に問い、自己を再認識、再発見でき
るような対話形式の講義を実施。そ
のうえで、「未来」に必要な力として
セルフマネジメントやプレゼンテー
ションのスキルを高めるワークを行
いました。また、「オー
プンキャンパスで何かを
しよう」というプログラ
ムも用意しました。これ
はオープンキャンパスに
来場した高校生に、本学
を知って喜んでもらえる
企画を、一からグループ
ごとに考えるというもの
で、昨年10月30日に大
崎キャンパスで開催した
オープンキャンパスで

は、学生たちが企画したコーナーに
たくさんの方が来場し、好評を博し
ました。
　12月には7月からのプログラム
全体を振り返るフォローアップセミ
ナーを開催。PDCAサイクルを実践
して、今年度のプログラムが終了し
ました。
　このように、本学では学生に「自信」
をもってもらう「学びの場」を積極
的に提供しています。来年度も多く
の学生の参加をお待ちしています。

人間力を総合的に培う
「人間力養成支援プログラム」

年11月、香港で開かれた第1
回アジアテコンドー選手権大

会（国際テコンドー連盟主催）に、
本学の戸田博さん（仏教学部宗学科
4年）が出場しました。戦績は申し
分なく、「団体型」の部で優勝し、「団
体組手」の部では準優勝、さらに「個
人型1段」の部においても準優勝と、
輝かしい成績を収めました。
　戸田さんは昨年4月に「立正テコ
ンドークラブ」というサークルも立
ち上げ、部長を務めています。「こ
の大会の経験を生かし、できるだけ
多くの人にテコンドーに興味を持っ

てもらえるよう、
サークル活動もが
んばります」と話
す戸田さんです。
（神奈川県立小田原高等学校出身）

アジアテコンドー選手権大会で大活躍
戸田博さん（仏教学部宗学科4年）

3 個のメダルを手に

笠間貴美子さん
（1年）

TOEIC や漢検など、
スキルアップに努めた
い。また、韓国語に
もチャレンジしたい。
（神奈川県立厚木東高等学校出身）

仏教学部

八木原健さん
（2年）

文武両道の活躍をし
たい。部活の剣道部
ではレギュラーになれ
るように、勉学では単
位を落とさないようにし
たい。

（私立本庄東高等学校出身）

法学部

福戸翔馬さん
（2年）

美術館・博物館巡り
をしたい。それを通じ
て多面的な視点を身
につけたり、感性を磨
いたりしたい。

（私立多摩大学附属聖ヶ丘高等学校出身）

文学部

茂木美智子さん
（2年）

100周年の児童文化研
究部と第25回の星霜
祭。所属するサークルは
節目の年。社会福祉施
設実習もあります。新し
いことへのチャレンジ精
神も持っていたい。

（埼玉県立熊谷西高等学校出身）

社会福祉学部

市川大翔さん
（3年）

大学で培った経験を
生かし、志望する企
業に入社できるように
全力を尽くしたい。

（私立秀明八千代高等学校出身）

経営学部

南智さん
（3年）

卒業研究と就職活動
を納得のいくものにし
たい。また、常に探究
心を持って行動したい。

（埼玉県立上尾高等学校出身）

地球環境科学部

小瀧麗蘭さん
（3年）

今年はいよいよ大学
最後の 1 年。就活も
学生生活も悔いが残
らないよう、すべてに
全力で取り組みたい。

（千葉県立成東高等学校出身）

経済学部

高野昌子さん
（1年）

周囲への感謝の気持
ちや高校生のころの
将来への思いなど、
忘れてはならない初心
を胸に、日々新鮮な
気持ちで過ごしたい。

（新潟県立国際情報高等学校出身）

心理学部

新 年

合宿セミナーの様子。グループごとにオープンキャンパス向
けの企画を考え、プレゼンテーションしました

　今年も「橘父兄会奨励賞」の募集が始まりました。
「これぞ」という個人や団体をご存じの方は、自薦・
他薦を問いませんので、積極的にご応募ください。

「橘父兄会奨励賞」の募集、スタート!

［問い合わせ先］立正大学橘父兄会：03-3493-6535
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